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光
緒
三
一
年
（
一
九
○
五
）
蘇
州
に
お
い
て
商
務
総
会
が
発
足
し
た
。
こ
れ
は
義
和
川
事
件
後
、
中
央
で
採
用
さ
れ
た
新
政
の
一
環
と
し
て
設
け
ら
れ
た
商
部
に
よ
る
振
興
策
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
人
の
研
究
に
よ
っ
て
、
か
な
り
詳
し
い
輪
（１）
郭
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
個
々
の
商
△
君
に
つ
い
て
は
史
料
の
制
約
か
ら
必
ず
し
も
実
証
的
に
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。
個
々
の
商
会
の
成
立
と
活
動
に
は
、
地
方
の
様
々
な
事
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
い
ま
、
蘇
州
商
務
総
会
の
設
立
（２）
と
そ
の
後
の
活
動
を
記
録
し
た
「
蘇
州
商
〈
云
槽
案
叢
編
」
に
よ
っ
て
、
設
立
当
初
の
状
況
の
概
略
を
紹
介
し
、
清
末
に
お
け
る
地
方
行
政
と
地
方
社
会
の
関
係
の
一
端
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
法
政
史
学
第
六
十
八
号
清
末
の
蘇
州
商
務
総
会
に
つ
い
て
は
じ
め
に
光
緒
三
一
年
五
月
二
八
日
（
一
九
○
五
年
六
月
二
○
日
。
以
下
、
両
暦
年
川
日
は
省
略
）
蘇
州
在
住
で
翰
林
院
編
修
の
街
（
肩
書
き
）
を
持
つ
王
同
愈
、
同
じ
く
内
閣
中
書
街
尤
先
甲
、
戸
部
郎
中
街
張
履
謙
、
候
選
郎
中
呉
本
斉
、
補
用
知
県
播
祖
謙
、
補
用
知
府
彰
福
孫
が
連
名
で
、
中
央
の
商
部
に
対
し
て
蘇
州
に
お
い
て
商
務
総
会
を
設
立
す
る
こ
と
の
許
可
を
申
請
し
た
。
な
お
、
そ
の
さ
い
南
洋
大
臣
（
両
江
総
督
の
兼
任
）
と
江
蘇
巡
撫
の
了
解
も
取
り
付
け
る
こ
と
を
願
っ
（３）
ている。
こ
れ
に
対
し
て
商
部
か
ら
は
六
月
一
五
日
付
け
で
王
同
愈
等
に
宛
て
、
す
で
に
設
立
さ
れ
て
い
る
上
海
の
商
務
総
会
と
連
絡
を
取
り
つ
つ
進
め
る
よ
う
に
、
ま
た
、
南
洋
大
臣
や
江
蘇
巡
撫
等
に
は
会
員
や
蘇
州
商
務
総
会
設
立
の
発
議
山
名
弘
史
－
－
人
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会
則
の
詳
細
が
定
ま
っ
て
か
ら
連
絡
を
す
る
由
の
回
答
が
あ
っ
た
。
（４）
次
い
で
六
月
二
九
日
に
は
督
辨
蘇
省
商
務
総
局
よ
り
王
同
愈
に
宛
（５）
て
、
蘇
州
に
お
い
て
商
務
総
〈
蚕
を
設
立
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
。
蘇
省
商
務
総
局
は
蘇
州
布
政
便
の
效
〔
曽
〕
、
署
江
蘇
按
察
使
の
朱
〔
家
賓
〕
、
商
務
議
員
で
江
蘇
候
補
道
の
陸
樹
藩
、
江
蘇
補
用
道
の
呉
（
名
不
詳
）
を
主
な
構
成
員
と
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
前
二
者
は
現
職
の
地
方
官
で
あ
り
、
総
督
、
巡
撫
の
下
に
位
置
す
る
。
商
務
議
員
の
陸
は
現
職
の
地
方
官
で
は
な
く
、
督
撫
の
配
下
（６）
の
人
員
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
商
部
の
定
め
た
規
則
全
十
八
条
の
う
ち
の
第
一
条
に
よ
れ
ば
、
各
省
で
商
務
等
の
局
を
設
け
る
場
合
に
は
督
撫
が
候
補
道
・
府
の
中
か
ら公正廉明で商務に明るい人物を選び〔商部に推薦して〕
（７）
商
部
よ
り
商
務
議
員
に
任
〈
叩
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
商
部
へ
の
推
薦
が
督
撫
に
依
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
商
務
議
員
が
な
に
が
し
か
督
撫
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
そ
の
第
三
条
に
よ
れ
ば
、
商
務
議
員
は
公
事
の
あ
る
場
合
に
商
部
に
申
請
し
、
実
行
の
許
可
を
得
（
暹
行
申
部
、
聴
候
辨
理
）
、
一
方
で
、
（８）
督
撫
に
も
報
生
口
し
て
承
認
を
得
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
蘇
省
商
務
総
局
か
ら
の
伝
達
文
に
よ
れ
ば
、
六
月
一
三
Ⅱ
に
江
蘇
巡
撫
陸
〔
元
鼎
〕
よ
り
要
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
要
請
と
は
、
上
海
に
は
商
務
総
会
が
設
立
さ
れ
、
隣
接
の
常
州
府
、
ま
た
無
錫
・
金
置
県
清
末
の
蘇
州
商
務
総
会
に
つ
い
て
（
山
名
）
等
に
お
い
て
も
分
会
が
作
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
省
の
中
心
地
（
省
会
）
で
あ
り
、
ま
た
商
業
が
盛
ん
で
、
近
々
渥
寧
鉄
道
も
開
通
す
る
蘇
州
に
お
い
て
商
務
総
会
の
設
立
が
遅
れ
て
い
る
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
商
務
局
（
す
な
わ
ち
蘇
省
商
務
総
局
）
よ
り
し
か
る
べ
き
人
々
に
呼
び
か
け
、
日
を
限
っ
て
商
務
総
会
を
設
立
す
る
よ
う
に
促
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
八
月
十
四
日
に
は
長
州
、
元
和
、
具
の
一
二
県
の
知
県
よ
り
連
名
で
王
同
愈
等
宛
て
に
商
会
設
立
の
要
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
要
請
は
蘇
州
府
知
府
許
祓
身
か
ら
の
指
令
を
伝
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
以
（９）
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
江
蘇
巡
撫
陸
〔
元
鼎
〕
よ
り
商
務
局
を
経
て
命
令
が
あ
り
、
蘇
州
の
各
業
界
の
紳
董
（
諸
種
の
社
会
的
活
動
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
者
で
、
本
来
は
科
挙
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
紳
士
身
分
を
有
す
る
者
）
に
呼
び
か
け
て
商
会
を
設
立
せ
よ
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
両
江
総
督
端
〔
方
〕
か
ら
も
同
趣
旨
の
要
請
が
あ
っ
た
。
許
帖
身
の
も
と
に
は
、
署
（
代
理
）
江
蘇
按
察
使
（
で
あ
り
、
同
時
に
蘇
省
総
務
局
の
構
成
員
で
あ
る
）
朱
〔
之
榛
〕
か
ら
も
、
常
州
府
知
府
の
許
星
壁
か
ら
の
申
請
で
、
常
州
に
お
い
て
商
務
分
会
を
設
け
、
そ
の
効
果
が
現
れ
て
き
て
お
り
、
い
ま
そ
の
入
会
規
則
（
入
会
注
冊
試
辨
章
稗
）
を
決
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
承
認
を
与
え
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
る
の
で
、
そ
の
章
程
を
参
考
と
し
て
蘇
州
に
送
る
。
蘇
州
一
一
九
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六
月
一
三
日
の
蘇
省
商
務
総
局
か
ら
の
伝
達
文
に
よ
れ
ば
、
あ
た
か
も
巡
撫
の
発
意
に
基
づ
い
て
商
務
局
（
す
な
わ
ち
蘇
州
商
務
総
吋
）
が
王
同
愈
等
に
商
務
総
会
の
設
立
を
促
し
た
か
の
よ
う
に
取
れ
る
が
、
実
は
五
月
一
八
日
に
す
で
に
蘇
州
の
紳
商
ら
（
お
そ
ら
く
上
述
の
王
同
愈
等
で
あ
ろ
う
）
よ
り
商
部
に
宛
て
て
商
務
総
会
の
設
立
を
申
請
す
る
こ
と
が
提
議
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
十
日
後
の
二
八
日
に
、
前
述
の
よ
う
に
商
部
宛
て
に
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
蘇
州
の
商
業
会
よ
り
商
務
総
会
設
立
の
動
き
が
あ
り
、
行
政
側
が
そ
れ
に
形
を
与
え
る
動
き
を
し
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
の
各
紳
董
に
知
ら
せ
て
設
立
に
か
か
る
よ
う
に
、
と
い
う
連
絡
が
あ
っ
た
。
す
で
に
〔
商
部
よ
り
〕
督
撫
お
よ
び
商
務
局
を
通
じ
て
商
会
簡
明
章
程
が
各
府
所
属
の
各
庁
や
県
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
現
行
の
常
州
の
分
会
章
程
と
を
参
酌
し
、
急
ぎ
〔
商
会
設
立
の
〕
実
行
に
か
か
り
、
挙
董
議
章
（
責
任
者
を
選
出
し
、
章
程
を
定
め
）
して報告せよ。
以
上
が
知
府
か
ら
の
指
令
で
あ
る
。
三
県
で
は
す
で
に
王
同
愈
等
に
商
会
を
設
立
す
る
よ
う
に
と
の
要
請
を
行
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
返
答
が
無
い
の
で
、
各
業
の
紳
董
を
集
め
、
商
部
お
よ
び
常
州
分
会
の
章
程
を
参
酌
し
、
蘇
州
商
務
総
会
を
設
立
し
、
急
ぎ
拳
董
議
章
し
て
県
に
報
告
す
る
よ
う
に
。
法
政
史
学
第
六
十
八
号
九
〃
な
い
し
十
月
と
思
わ
れ
る
時
期
の
、
商
務
議
員
陸
樹
藩
よ
り
江
蘇
巡
撫
宛
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
九
月
八
日
に
蘇
州
商
務
総
会
が
設
立
さ
れ
、
陸
の
監
視
（
立
ち
会
い
）
の
も
と
で
、
各
業
代
表
の
六
四
人
の
う
ち
よ
り
投
票
に
よ
っ
て
尤
先
印
を
総
理
（
代
表
）
に
、
候
選
知
府
〔
の
衝
を
持
つ
〕
俔
忠
九
を
協
理
（
副
代
表
）
に
選
出
し
、
八
○
条
か
ら
な
る
章
程
を
定
め
た
。
一
○
月
五
Ｈ
に
商
部
よ
り
王
同
愈
等
に
蘇
州
商
務
総
会
設
立
を
認
可
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
○
月
八
日
に
商
部
よ
り
上
奏
が
な
さ
れ
、
設
立
を
許
可
す
る
旨
の
上
諭
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
一
○
Ⅱ
に
商
部
よ
り
蘇
州
（、｝
商
務
総
会
の
総
理
尤
先
叩
と
協
理
俔
田
心
九
に
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
に
添
え
て
「
蘇
州
商
務
総
会
関
防
」
の
文
面
の
あ
る
関
防
（
公
印
）
が
発
給された。
’
○
月
一
一
三
日
に
は
王
同
愈
等
よ
り
両
江
総
督
、
江
蘇
巡
撫
に
宛
て
て
、
蘇
州
商
務
総
会
が
設
立
さ
れ
、
総
理
、
協
理
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
商
部
に
報
告
し
、
関
防
の
発
給
を
申
請
し
た
こ
と
、
を
報
告
し
、
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
商
務
総
会
の
会
員
名
簿
と
章
程
を
提
出
し
、
且
つ
督
撫
の
指
揮
下
に
あ
る
行
政
機
関
に
伝
達
（Ⅱ）
し
て
、
そ
れ
ら
に
よ
る
保
護
が
得
ら
れ
る
よ
》
７
願
っ
て
い
る
。
一
一
蘇
州
商
務
総
会
の
発
足
○
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以
上
が
蘇
州
商
務
総
会
発
足
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
を
見
る
と
、
幾
つ
か
注
Ⅱ
す
べ
き
点
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
中
央
の
商
部
か
ら
商
務
総
会
の
発
起
人
で
あ
る
壬
何
愈
等
へ
の
命
令
や
許
可
の
伝
達
経
路
が
、
複
数
あ
る
か
の
よ
う
に
見
（、）
追
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
商
部
か
ら
督
撫
を
経
て
府
州
県
へ
と
伝
わ
り
、
府
州
県
か
ら
蘇
州
の
紳
董
、
と
り
わ
け
そ
の
代
表
格
で
あ
る
王
同
愈
等
に
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
、
ご
く
正
統
的
な
経
路
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
商
部
よ
り
、
蘇
省
商
務
総
局
に
直
達
さ
れ
、
蘇
省
商
務
総
局
よ
り
王
何
愈
ら
に
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
経
路
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
蘇
省
商
務
総
局
、
中
で
も
商
務
局
議
員
の
特
異
性
が
大
い
に
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
商
務
総
局
の
主
要
な
構
成
員
と
思
わ
れ
る
も
の
の
う
ち
布
政
使
、
按
察
使
は
中
央
か
ら
任
命
さ
れ
る
地
方
官
で
あ
り
、
清
代
に
お
い
て
は
督
撫
の
補
佐
官
と
も
い
う
べ
き
官
員
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
実
働
職
員
と
見
ら
れ
る
商
務
局
議
員
一
一
月
九
日
に
蘇
省
商
務
総
局
の
署
布
政
使
陸
〔
鍾
埼
〕
、
署
按
察
使
朱
之
榛
、
商
務
議
員
陸
樹
藩
よ
り
蘇
州
商
務
総
会
に
宛
て
て
照
会
（
通
知
）
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
商
部
よ
り
江
蘇
巡
撫
陸
元
鼎
に
宛
て
て
蘇
州
商
務
総
会
設
立
を
許
可
す
る
上
諭
が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
巡
撫
よ
り
蘇
省
商
務
総
局
に
伝
達
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
情
末
の
蘇
州
商
務
総
会
に
つ
い
て
（
山
名
）
は
実
職
に
就
い
て
い
な
い
地
方
官
有
資
格
者
の
う
ち
よ
り
、
督
撫
が
推
薦
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
商
部
が
任
命
す
る
。
督
撫
の
推
薦
に
基
づ
い
て
中
央
が
任
命
す
る
と
い
う
点
で
は
、
中
下
級
の
地
方
官
の
任
命
（
こ
の
場
合
は
吏
部
に
よ
る
）
の
場
合
と
共
通
し
て
い
る
。
中
央
の
指
令
が
督
撫
を
飛
び
越
え
て
地
方
機
関
に
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
通
常
の
行
政
に
お
い
て
は
見
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
商
務
局
に
宛
て
て
商
部
か
ら
面
接
に
伝
達
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
布
政
便
、
按
察
使
、
商
務
局
議
員
が
督
撫
を
無
視
し
て
事
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
に
八
Ⅱ
一
四
日
付
け
の
三
県
か
ら
王
同
愈
等
へ
の
要
請
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
督
撫
か
ら
府
県
へ
の
指
令
が
出
さ
れ
る
場
合
、
商
務
総
局
を
経
由
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
商
務
総
局
は
督
撫
配
下
の
一
部
局
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
商
部
か
ら
の
申
請
や
決
定
通
知
の
過
程
を
見
る
か
ぎ
り
、
商
部
か
ら
督
撫
へ
の
通
知
や
、
王
同
愈
等
か
ら
督
撫
へ
の
報
告
の
方
が
商
務
総
局
に
対
す
る
も
の
よ
り
も
後
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
商
務
局
は
機
能
の
面
で
督
撫
か
ら
半
ば
独
立
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
注
Ⅱ
す
べ
き
も
う
一
つ
の
点
は
、
商
務
総
会
が
民
間
業
者
の
代
表
に
よ
る
組
織
で
あ
り
な
が
ら
、
公
的
な
機
能
を
も
果
た
し
、
ま
た
、
そ
れ
が
中
央
政
府
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
○
■－－－■・
二
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と
あ
っ
て
、
商
務
総
会
は
司
道
と
同
格
の
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
四
条
に
は
総
会
総
・
協
理
及
分
会
総
理
、
無
論
本
身
有
無
向
階
、
遇
有
商
会
与
地
方
官
衙
門
交
接
事
件
、
均
以
上
項
定
例
為
准
、
不
以
総
・
協
理
官
階
高
下
致
分
軒
軽
と
あ
っ
て
、
商
務
総
会
の
総
班
、
協
理
は
官
貝
で
は
な
い
も
の
の
、
地
方
官
衙
門
と
の
交
渉
に
お
い
て
対
等
の
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
商
部
が
発
布
し
た
商
会
簡
明
章
程
全
二
六
条
中
の
第
一
六
条
に
よ
れ
ば
、
中
国
商
人
と
外
国
商
人
と
の
交
渉
に
お
い
て
齪
酷
が
あ
っ
て
月
五
日
付
け
の
商
部
か
ら
商
務
総
会
宛
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
商
務
総
会
の
総
理
と
協
理
と
は
、
王
同
愈
等
の
申
請
と
選
挙
結
果
に
関
す
る
商
務
議
員
陸
樹
藩
の
報
告
と
に
基
づ
い
て
、
商
部
に
よ
っ
て
承
認
、
（Ⅲ）
任
〈
叩
（
札
委
）
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
関
防
は
商
部
か
ら
発
給
さ
れ
、
官
印
に
準
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
少
し
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
中
央
の
商
部
が
改
組
ざ
れ
農
工
商
部
となって光緒一一一四年二月一八日に発布した行文章程（役所
等
の
間
の
文
書
往
来
の
規
則
）
の
第
二
条
に
は
総
会
既
由
本
部
（
農
工
商
部
）
送
給
関
防
、
体
制
較
崇
、
其
千
本
省
（
当
該
の
省
）
及
他
省
督
撫
均
用
呈
、
司
道
以
下
用
移
、
法
政
史
学
第
六
十
八
号
地
方
官
と
外
国
の
領
事
等
と
の
間
で
同
意
に
達
し
な
い
場
合
、
重
要
案
件
で
あ
れ
ば
、
商
務
総
会
の
総
理
が
中
国
商
人
の
代
弁
者
と
し
て
（ｕ）
商
部
に
申
し
立
て
を
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
。
蘇
州
商
務
総
会
の
試
辨
章
程
（
暫
定
規
則
）
全
八
○
条
中
の
第
五
六条に、在会
各
商
有
因
商
務
要
事
、
欲
自
行
具
呈
商
部
者
、
総
理
、
協
理
標
明
年
月
后
、
径
将
原
呈
代
寄
商
部
、
以
期
迅
速
と
あ
る
よ
う
に
、
商
務
総
会
所
属
の
各
商
は
、
そ
の
活
動
に
お
い
て
商
部
に
申
請
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
商
務
総
会
の
総
理
、
協
理
を
と
お
し
て
行
う
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
商
部
で
定
め
た
商
務
議
員
章
程
の
第
一
○
条
に
も
商
人
如
有
具
呈
商
部
背
、
可
逵
報
商
務
局
、
由
商
務
議
員
標
明
年
月
日
寄
部
…
若
各
埠
巳
設
商
会
、
商
人
即
報
呈
商
会
、
由
商
会
総
董
寄
部
亦
可
と
あ
っ
て
、
商
人
が
商
務
局
を
通
じ
て
商
部
に
申
請
す
る
の
と
並
ん
で
、
商
会
の
総
董
（
蘇
州
商
務
総
会
で
言
え
ば
総
理
、
協
理
等
）
を
通
じ
て
商
部
に
申
請
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
商
都
は
商
業
界
の
要
望
や
諸
状
況
を
、
商
務
局
の
み
な
ら
ず
商
務
総
会
を
通
し
て
も掌握する意図を有していたと一一一一ｍえる。
＝
－
－
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光
緒
三
一
年
九
月
八
日
に
蘇
州
商
務
総
会
の
総
会
が
開
か
れ
、
そ
の
後
し
か
る
べ
き
手
続
き
に
よ
っ
て
認
可
が
下
り
、
活
動
が
開
始
さ
れ
た
（
ち
な
み
に
関
防
の
使
用
開
飴
は
二
月
一
五
日
）
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
結
集
す
る
蘇
州
の
商
人
た
ち
の
動
向
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
当
初
各
業
の
商
人
は
陸
続
入
会
し
た
。
そ
の
中
で
は
典
当
業
が
一
番
多
か
っ
た
と
い
う
。
各
業
界
代
表
と
も
言
え
る
全
六
四
名
の
議
董
・
会
員
に
も
典
当
業
者
が
多
か
っ
た
。
光
緒
三
一
年
九
月
の
総
理
、
協
理
、
議
董
、
会
員
名
簿
に
は
業
種
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
光緒一一三年のそれによれば、「銭業」、「典業」と記されて
いる者が一三人である。これに次ぐのが「綱鍛」、「紗鍛」
業
等
で
あ
る
。
ち
な
み
に
前
出
の
発
起
人
の
う
ち
、
壬
同
愈
、
呉
本
斉
は
名
誉
会
員
で
業
種
の
記
載
が
無
く
、
張
履
謙
、
播
祖
談
は
典
業
、
総
理
の
尤
先
甲
は
綱
椴
業
と
な
っ
て
お
り
、
彰
福
孫
の
名
は
三
一
年
の
名
簿
中
で
議
董
と
し
て
名
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
三
二
年
の
名
簿
で
は
見
あ
た
ら
な
い
。
会
員
名
簿
に
見
ら
れ
る
業
種
に
は
、
「綱椴」、「紗椴」以外にも「綱業」、「布業」、「絲業」と
い
っ
た
衣
料
産
業
に
類
す
る
業
種
も
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
蘇
州
の
辿
っ
て
き
た
歴
史
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
蘇
州
商
務
総
会
の
清
末
の
蘇
州
商
務
総
会
に
つ
い
て
（
山
名
）
三
設
立
後
の
状
況
会
員
に
製
造
業
者
が
か
な
り
見
ら
れ
る
の
は
、
試
辨
章
程
八
十
条
を
定
め
た
際
に
、
す
で
に
蘇
州
固
有
の
事
情
を
汲
ん
で
製
造
業
者
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
商
実
（西）
兼
工
」
と
い
う
表
現
も
見
ら
れ
、
商
人
の
製
造
業
へ
の
関
わ
り
も
当
然
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
会
費
の
納
入
の
点
で
は
支
払
い
が
遅
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
商
務
総
会
か
ら
、
典
当
業
者
の
問
で
意
見
が
一
致
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
入
会
希
望
の
各
典
当
が
ま
ず
納
入
し
、
商
務
総
会
の
運
営
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
、
典
当
業
者
の
団
体
で
あ
る
典
当
公
所
に
対
し
て
要
望
が
出
さ
れ
る
始
末
で
あ
（蛆）
っ
た
。
商
務
総
〈
万
の
活
動
に
対
す
る
理
解
と
期
待
と
は
業
者
に
よ
っ
て差があったようである。
光
緒
三
一
年
に
商
務
総
会
よ
り
会
員
に
宛
て
た
布
告
の
稿
本
に
よ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
慨
嘆
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
費
用
が
巨
額
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
銭
業
の
各
商
が
開
辨
費
（
業
務
開
始
費
、
入
会
金
の
類
か
）
三
六
○
元
を
支
払
っ
た
の
み
で
、
他
の
各
商
は
入
会
は
し
た
も
の
の
経
常
費
を
納
め
る
の
み
で
あ
る
。
…
蘇
州
は
商
業
が
盛
ん
な
地
で
あ
る
の
に
、
現
在
入
会
し
て
い
る
常
（
組
合
）
の
外
は
未
入
会
の
も
の
が
少
な
く
な
い
、
た
と
え
ば
典
当
業
や
米
業
等
は
商
業
の
大
宗
（
代
表
格
）
で
あ
り
、
役
員
や
議
董
の
会
員
と
な
っ
て
い
る
者
の
名
が
商
部
に
報
告
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
＝
一
一
一
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蘇
州
商
務
総
会
の
活
動
は
そ
の
範
洲
に
お
い
て
多
岐
に
わ
た
り
、
時
間
的
に
も
民
国
期
に
及
ぶ
が
、
い
ま
は
設
立
初
期
の
状
況
に
触
れ
る
に
止
め
、
蘇
州
商
務
総
会
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
見
通
し
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
商
務
総
会
が
蘇
州
地
域
の
商
工
業
者
の
利
害
を
な
に
が
し
か
代
表
し
、
そ
の
要
望
を
中
央
の
商
部
に
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
仲
介
の
立
場
に
あ
っ
た
の
が
蘇
省
商
務
総
局
で
あ
っ
た
。
以
上
の
状
況
か
ら
見
て
、
当
面
次
の
よ
う
な
力
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
商
部
は
地
方
の
商
業
界
を
味
方
に
付
け
、
こ
れ
を
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
に
応
じ
て
地
方
商
業
界
は
、
督
撫
の
影
響
下
か
ら
独
立
的
な
力
を
持
と
う
と
し
て
、
中
央
の
商
部
に
結
び
つ
こ
う
と
す
る
。
督
撫
は
地
方
商
業
界
を
味
方
に
付
け
、
中
央
に
対
し
て
独
立
的
な
力
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
方
商
業
界
を
挟
ん
で
、
商
部
等
の
新
設
官
庁
に
よ
っ
て
中
央
集
権
を
図
り
、
命
脈
を
保
と
う
と
す
る
清
朝
と
、
い
よ
い
よ
独
立
的
な
力
を
持
と
う
と
す
る
督
撫
と
の
勢
力
争
い
の
構
図
ず
、
入
会
者
が
ま
だ
ま
と
ま
っ
た
数
に
達
し
て
い
な
い
。
何
か
面
倒
な
こ
と
が
起
き
、
商
務
総
会
を
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
、（Ⅳ）
はじめて入会しようとする。ずるいと一一一一口うしかない、と。
法
政
史
学
第
六
十
八
号
小
結
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
主一三回（１）商部の設置については、倉橋正直「清末、商部の実業振
興について」（『歴史学研究』四一一一二、一九七六年五月）、
参照。また、商会については曽田三郎「商会の設立」（「歴
史
学
研
究
」
Ⅲ
二
二
、
一
九
七
五
年
五
Ⅱ
）
参
照
。
双
方
に
つ
い
て
理
論
的
に
検
討
を
加
え
た
も
の
と
し
て
は
、
倉
橋
正
面
「
帝
国
主
義
の
再
編
成
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
Ｓ
歴
史
学
研
究
別
冊
特
集
」
一
九
七
六
年
二
月
）
参
照
。
ま
た
、
曽
田
｜
二
郎
「
清
末
の
産
業
行
政
を
めぐる分権化と集権化」（「中国の近代化と政治的統合」、
渓
水
社
、
一
九
九
二
・
一
二
）
、
陳
来
幸
「
長
江
デ
ル
タ
に
お
け
る
商
会
と
地
域
社
会
」
（
森
時
彦
編
「
近
代
中
国
の
都
市
と
農
村
」
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
○
○
一
）
参
照
。
（
２
）
「
蘇
州
商
会
橋
案
叢
編
第
一
輯
」
（
中
国
近
代
経
済
史
資
料
叢
刊
一
九
○
五
年
二
九
二
年
、
華
中
師
範
大
学
歴
史
研
究
所
、
蘇
州
市
臘
案
館
合
編
、
一
九
九
一
年
）
。
当
資
料
集
に
収
め
ら
れ
た
文
書
の
中
に
は
、
す
で
に
他
の
編
纂
物
中
で
公
刊
さ
れ
、
前
掲
の
先
人
の
諸
論
文
に
お
い
て
紹
介
検
討
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
い
ま
蘇
州
商
務
総
会
設
立
の
文
脈
の
中
で
、
あ
え
て
こ
れ
を
再
度
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
こ
の
資
料
集
は
、
簡
体
字
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
原
文
の
字
体
を
知
り
得
な
い
こ
と
と
、
印
刷
の
都
合
と
に
よ
り
、
本
稿
で
は
大
部
分
を
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
三
四
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（
３
）
五
口
叩
衛
翰
林
院
編
修
王
同
愈
、
侍
読
衡
内
閣
中
書
尤
先
甲
、
三
品
街
戸
部
郎
中
張
履
謙
、
三
品
街
候
選
郎
中
呉
本
齊
、
塩
運
使
街
分
省
補
用
知
府
播
祖
謙
、
甘
粛
補
川
知
府
彰
福
孫
、
呈
為
蘇
州
省
城
擬
設
商
務
総
会
、
環
請
恩
准
施
行
、
井
懇
杏
行
南
洋
大
臣
・
江
蘇
巡
撫
査
照
、
以
維
商
務
事
。
（４）他では蘇省商務総局、商務総局とも表記されているが、
同一のもの。
（
５
）
督
辨
蘇
省
商
務
総
局
江
蘇
等
処
承
宣
布
政
使
司
布
政
使
効
、
署
江
南
等
処
提
刑
按
察
使
司
按
察
使
朱
、
商
務
議
員
二
品
衝
軍
機
処
存
記
江
蘇
候
補
道
陸
、
花
棚
二
品
頂
戴
江
蘇
補
用
道
呉
為
照
会
事
。
…
本
部
院
査
上
海
為
商
務
最
繁
口
岸
、
業
巳
設
立
総
会
、
此
外
、
常
州
府
及
錫
金
両
県
亦
均
次
第
建
設
分
会
。
（
６
）
倉
橋
前
掲
論
文
（
一
九
七
六
、
五
）
二
頁
に
は
、
「
商
務
局
は
省
レ
ベ
ル
で
の
実
業
振
興
の
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
商
務
局
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
総
弁
に
は
大
体
、
道
員
ク
ラ
ス
の
官
が
あ
て
ら
れ
た
。
…
商
部
は
前
述
の
商
務
局
の
総
弁
を
商
部
の
属
官
と
し
、
商
務
議
員
と
称
し
た
。
議
員
と
い
う
名
だ
が
、
実
体
は
一
種
の
行
政
官
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
陸
樹
藩
の
場
合
は
候
補
道
で
あ
る
の
で
、
現
職
の
官
員
で
は
な
い
□
ま
た
、
前
注
の
文
に
よ
る
か
ぎ
り
、
少
な
く
と
も
名
目
上
は
陸
樹
藩
が
商
務
局
の
ト
ッ
プ
に
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い。
（
７
）
｜
、
各
省
既
設
商
務
等
局
、
応
由
該
省
督
撫
子
候
補
道
府
中
択
其
公
正
廉
明
、
熟
語
商
務
者
、
…
由
部
加
札
委
用
、
作
為
商
務
議
員
以
専責成。
清
末
の
蘇
州
商
務
総
会
に
つ
い
て
（
山
名
）
商
部
に
よ
る
商
務
議
員
の
任
命
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
は
曽
田
前
掲
論
文
「
清
未
の
…
」
参
照
。
（
８
）
「
商
務
議
員
遇
有
公
事
、
准
其
蓬
行
申
部
、
聴
候
辨
理
、
｜
面
佃
応
詳
報
本
省
督
撫
査
核
。
（
９
）
少
し
長
文
と
な
る
が
、
商
務
総
会
設
立
の
経
緯
を
示
し
て
い
る
の
で、原文を載せる。
蘇
州
府
長
州
、
元
和
、
呉
県
為
再
行
照
諸
事
。
光
緒
三
十
一
年
七
月
十
一
一
冊
奉
府
憲
許
（
防
身
）
札
開
、
本
年
六
月
二
十
、
奉
商
務
局
憲
札
、
本
年
六
月
十
三
日
奉
蘇
撫
部
院
陸
（
鐘
埼
）
札
開
…
…
札
局
遵
照
、
克
Ｈ
照
会
紳
董
在
省
城
設
立
商
務
総
会
、
擬
議
章
程
、
由
局
詳
候
核
杏
各
等
因
到
局
。
奉
此
、
査
設
立
商
会
係
為
振
興
商
務
起
見
、
前
奉
商
憲
札
筋
勧
辨
、
当
経
転
筋
府
県
工
程
局
遅
速
伝
集
境
内
各
業
紳
董
、
妥
為
勧
導
設
立
商
会
公
所
、
借
資
聯
絡
、
井
将
商
会
章
程
札
発
。
嗣
奉
擁
（
？
）
憲
端
（
方
？
）
札
同
前
由
。
又
経
転
行
井
分
移
在
案
。
迷
奉
前
因
、
除
照
会
紳
董
査
照
辨
理
外
、
合
再
札
筋
、
等
因
到
府
。
奉
此
、
合
亟
札
筋
、
札
県
、
即
便
趨
緊
会
商
各
紳
董
、
実
力
篝
辨
設
立
省
城
商
務
総
会
、
井
将
章
程
刻
日
擬
議
呈
府
、
以
辨
転
報
、
母
再
違
延
、
切
速
。
又
奉
府
憲
許
札
開
、
光
緒
三
十
一
年
七
月
初
二
日
泰
署
臭
憲
朱
（
之
榛
）
札
、
案
据
常
州
府
許
守
星
壁
以
常
郡
設
立
商
務
分
会
漸
有
成
效
、
現
擬
入
会
注
冊
試
辨
章
程
、
録
折
詳
送
鑿
核
示
遵
、
等
情
到
司
。
据
此
。
本
署
司
査
此
案
前
奉
撫
憲
札
、
筋
商
務
局
照
会
省
城
各
紳
董
遜
集
各
業
設
立
商
会
、
井
行
該
府
県
遵
辨
在
案
。
今
核
常
州
府
許
守
詳
送
所
設
分
会
章
程
、
尚
有
可
采
、
日
応
札
筋
佑
辨
、
除
批
示
外
、
合
将
章
程
抄
五
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粘
、
札
府
、
立
即
照
会
各
紳
董
、
早
日
妥
議
開
辨
具
報
、
等
因
到
府
。
奉
此
、
査
此
案
前
奉
各
憲
誓
商
務
局
札
筋
、
井
奉
発
商
会
簡
明
章
程
、
下
府
均
経
転
発
通
行
所
属
庁
県
一
体
遵
照
、
会
紳
議
辨
在
案
。
迩
査
常
郡
商
会
業
経
設
立
、
且
已
辨
有
成
效
。
蘇
郡
地
居
省
会
、
為
各
府
表
率
、
似
未
便
再
事
因
循
観
延
。
奉
札
前
因
、
除
由
府
照
会
各
紳
董
会
県
議
辨
外
、
合
行
抄
粘
札
筋
、
札
県
、
即
便
会
同
王
紳
同
愈
、
尤
紳
先
甲
、
張
紳
履
謙
、
呉
紳
本
斉
、
播
紳
祖
謙
、
彰
紳
福
孫
等
、
査
照
商
部
所
領
簡
明
章
程
及
参
酌
常
郡
商
会
現
行
章
程
、
刻
Ⅱ
妥
篝
、
挙
董
議
章
、
復
候
核
転
、
母
精
遅
延
、
切
速
。
各
等
因
、
計
抄
章
程
到
県
。
奉
此
、
査
此
案
前
奉
憲
筋
、
即
経
照
録
抄
粘
。
井
将
商
会
章
程
会
街
照
送
貴
紳
董
妥
為
勧
導
設
立
商
会
、
佃
将
辨
理
情
形
復
県
転
報
、
継
又
照
催
各
在
案
、
迄
尚
未
准
覆
到
。
薮
奉
前
因
、
合
再
抄
粘
。
会
衡
照
請
。
為
此
照
会
貴
紳
童
、
請
煩
査
照
、
希
速
迩
集
各
業
紳
董
妥
為
勧
導
、
弁
参
酌
章
程
設
立
省
城
商
務
総
会
、
刻
日
挙
董
議
章
、
復
県
転
詳
核
辨
、
幸
勿
稽
延
。
望
切
。
須
至
昭武万○計抄
章
程
右
照
会
蘇
城
郡
紳
王
、
尤
、
張
、
呉
、
播
、
影
な
お
、
文
中
に
撫
憲
端
と
あ
る
が
、
「
情
史
稿
」
彊
臣
年
表
等
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
江
蘇
巡
撫
で
あ
っ
た
の
は
陸
元
鼎
で
あ
り
、
端
と
は
同
時
期
に
署
両
江
総
督
で
あ
っ
た
端
方
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
文
中
で
訂
正
し
た
。
（
、
）
商
部
為
札
知
事
光
緒
三
十
一
年
十
月
初
八
日
准
軍
機
処
片
交
商
部
奏
設
蘇
州
商
務
総
法
政
史
学
第
六
十
八
号
会
一
折
、
本
日
奉
旨
、
依
議
欽
此
。
伝
知
欽
遵
前
来
。
除
分
苔
江
蘇
本
省
督
撫
外
、
相
応
恭
録
諭
旨
、
抄
録
原
奏
、
相
応
札
筋
該
商
会
総
協
理
等
欽
遵
辨
理
可
也
。
須
至
札
者
。
粘
抄
件
。
右
札
蘇
州
商
務
総
会
総
理
尤
先
甲
准
此
。
（
Ⅱ
）
…
遂
干
九
月
初
八
日
会
斉
各
業
代
表
六
十
余
人
照
章
依
格
投
票
、
公
挙
得
侍
読
衝
内
閣
中
書
尤
先
甲
為
総
理
、
三
品
封
職
選
用
知
府
俔
思
九
為
協
理
。
嗣
后
商
務
事
件
即
山
該
向
員
主
政
、
随
時
与
上
海
商
会
聯
絡
一
気
。
当
即
其
覆
商
部
、
呈
請
加
札
委
任
、
井
山
部
頒
給
関
防
以
資
信
守
。
紳
等
応
将
設
立
蘇
州
商
務
総
会
縁
由
井
公
挙
会
員
、
公
訂
詳
細
章
程
、
備
文
呈
請
大
公
柤
大
人
査
照
備
案
、
井
懇
筋
属
照
章
保
護
施
行
。
除
呈
報
商
部
核
示
、
警
江
蘇
撫
院
査
照
備
案
外
、
為
此
備
由
具
呈
。
須
至
呈
者
。
（
ｕ
）
こ
こ
に
督
撫
と
あ
る
の
は
両
江
総
督
と
江
蘇
巡
撫
を
指
す
が
、
実
質
的
に
は
蘇
州
に
駐
札
し
て
い
る
江
蘇
巡
撫
の
方
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
（
旧
）
一
○
月
八
日
の
商
部
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
…
除
該
会
総
理
、
協
理
各
員
山
臣
部
分
別
札
委
井
分
杏
両
江
総
督
、
江
蘇
巡
撫
転
筋
地
方
官
随
時
保
護
外
、
…
とある。
（
Ⅲ
）
前
年
十
一
月
間
、
本
部
曽
経
酌
擬
商
会
簡
明
章
程
二
十
六
条
、
奏
奉
諭
旨
允
准
通
行
、
欽
准
勧
諭
在
案
。
…
査
本
部
奏
定
商
会
章
程
…
第
十
六
条
内
開
、
華
洋
商
遇
有
交
渉
齪
鰯
、
設
該
地
方
官
、
領
事
等
判
断
未
尽
公
允
、
准
被
屈
人
告
知
商
会
代
為
伸
理
、
案
情
較
重
者
由
総
理
稟
陳
本
部
、
会
同
外
務
部
辨
理
各
等
語
、
均
係
指
明
有
関
商
務
一一一一ハ
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（
Ⅳ
）
…
惟
目
開
辨
以
来
、
閲
時
半
裁
、
応
用
特
別
常
文
款
項
為
数
頗
巨
、
其
間
只
有
銭
業
各
商
箒
助
開
辨
費
三
百
六
十
元
、
余
外
各
商
雌
早
経
入
会
、
僅
助
常
年
経
費
、
皿
目
冬
季
起
扣
、
係
属
通
融
辨
法
。
而言、なお
、
曽
田
前
掲
論
文
「
商
会
の
…
」
参
照
。
（
型
九
月
一
瓜
日
付
け
の
、
王
同
愈
等
よ
り
商
部
へ
の
上
申
文
。
・
・
・
蘇
地
為
工
商
井
重
之
区
、
即
如
紗
鍛
一
宗
、
商
実
兼
工
、
奨
励
工
業
即
所
以
振
興
商
務
。
且
工
業
中
不
乏
読
書
知
大
義
明
公
益
之
人
、
是
以
章
程
為
附
右
工
人
入
会
之
例
、
奨
其
尤
、
以
励
其
余
、
傅
工
界
中
人
亦
可
漸
進
子
学
業
、
所
謂
改
良
制
造
実
基
子
此
。
（
Ｍ
）
光
緒
一
二
一
年
一
二
月
一
二
日
付
け
の
、
商
務
総
会
よ
り
典
当
公
所
あて通知文。
清
末
の
蘇
州
商
務
総
会
に
つ
い
て
（
山
名
）
照
得
本
総
会
千
六
川
間
遵
奉
商
部
批
碓
設
立
商
務
総
会
、
千
九
月
初
八
Ｈ
挙
定
総
理
協
理
及
各
業
代
表
議
董
会
員
等
、
呈
報
商
部
、
旋
奉
頒
給
関
防
、
千
十
一
月
十
五
日
啓
用
。
当
時
各
業
商
人
陸
続
入
会
、
扣
助
会
費
、
頗
形
踊
蹄
。
査
典
当
為
各
業
称
首
、
当
商
侍
股
実
富
紳
、
尤
為
各
商
観
聴
所
係
、
ｎ
官
格
外
出
力
、
以
資
公
益
。
本
総
会
成
立
時
各
典
業
紳
商
威
来
集
議
、
是
以
挙
議
董
会
員
各
典
紳
商
早
経
列
名
造
冊
呈
部
。
乃
、
数
Ⅱ
以
来
、
所
議
扣
助
会
費
尚
未
開
単
到
会
、
応
付
冬
季
会
款
井
未
情
交
、
致
各
業
商
董
噴
有
煩
言
。
是
否
典
業
各
商
或
有
意
見
不
符
、
未
能
一
律
入
会
、
不
妨
各
従
所
思
、
先
将
慰
入
会
各
典
開
列
指
数
到
会
登
冊
収
款
、
傅
免
各
業
商
董
譽
議
、
庶
以
全
体
面
而
資
公
用
。
為
知
会
事
但
蘇
地
商
業
繁
幣
、
除
現
□
入
会
各
誇
外
、
其
未
曽
到
会
者
不
少
、
即
如
典
当
米
業
等
靜
為
商
業
大
宗
、
経
理
公
所
紳
董
已
挙
入
議
董
会
員
街
名
早
行
呈
部
、
迄
今
尚
未
定
議
開
単
集
有
成
数
、
必
待
遇
有
糾
葛
事
件
応
托
商
会
経
辨
、
始
行
随
時
入
会
、
未
免
情
同
取
巧
。
七
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